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今年の夏も猛暑・酷暑の連続でしたが、 幸い、
大きな事故なく、この日を迎えられたことにます
は感謝申し上げます。ありがとうごさいました。

今日から2学期です。登校してきた子供たちの
明るい笑顔に、夏休みの充実ぶりが感じられます。
たくさんの思い出ができたことと思います。との
子も、友達や先生に話したいことがいつばいある
のではないでしょうか。各学級とも、しばらくは
夏休みの思い出の交流に花が咲くことでしょう。

振り返りますと、7月は学校のプール（暑すぎ
て入れない日も多くありましたが）、おやじの会
のカヤック体験、学校支援本部のサマ ースクール、
青少年委員のラジオ体操・・・と地域の方閃に支
えられた楽しいイベントも沢山ありました。その
中でも、やはり、杉七盆踊りは格別だったのでは
ないかと思います。

私も初めて杉七盆踊りを 2 日間堪能いたしま
したが、本当に感動しかありませんでした。子供
たちの太鼓のかっこよさに聞きほれ、夜が更けて
くると、漆黒の闇に浮かぶ櫓（やぐら）と提灯の
美しさに目を奪われました。特に、私が感動した
のは二日目の夜の最後の盆踊りです。「杉七音頭」
を小さな子供から、お年を召した方まで、まさに
老若男女、全員が踊っている様は美しく、地域の
一体感を強く強く感じました。

また、8月は何といっても阿佐ヶ谷七夕まつり
です。私も何度もパールセンタ ーを往復し、大l」\
様閃な張りぼてを見上げて楽しみました。本校現
5年生が4年生の時に作成した張りぼても支援本
部の皆様のご協力のもと、飾っていただき、あり
がとうごさいました。

さて、今日から9月です。1 学期の反省を踏ま
え、2学期からさらに新たな取組を行ってまいり
ます。先生方がさらに元気になり、地域も子供た
ちもみんなが笑顔に、幸せになるための取組です。
以下にその具体例をお伝えします。

校 長 畝尾 宏明

1学習支援の充夷

杉並区からの援助もいただき、学習支援（ボラ
ンティアや時間講師）の拡充を図ります。時間講
師を新たに3名、ボランティアを新たに1名増や
すことができました。低学年の算数や、高学年の
理科・社会等で活躍いただき、担任の先生方のサ
ポー トと1可より児童の学習や生活に尽力します。

属学年担任サポ-卜|

年度末までの授業時数を再計算し、国で定めら
れた標準授業時数を確実にクリアできる計画が
立てられたため、1年生から4年生までの水曜日
の5校時を可能な限り削ります。こうして空き時
間を生み出し、専科教員も含めた全教員が組織的
に高学年の授業支援に入る体制を整えました。も
ちろん1年～4年生の学習内容は確実に履修さ
れます。

1会議等の効率化1

これまで、授業後にしか行えなかった教員の会
議を議題や内容に応じて、参加メンバーや実施時
間を工夫して効率的に行うようにします。子供た
ちの学習には影響なく、進めます。

1固定時問割の改訓

上記のように様閃な取組を行うため、各学年、
固定時閻割が2学期から変更になります。詳細は
各学年から配られる時間割表や学年だよりをこ
覧ください。いすれにしても、連絡帳なとで児童
に知らせている翌日の時間割が基本となります
のでよくこ確認ください。

9月1日、新たな 「すぎ七号」
の出発にご理解をいただければ、
幸いです。チ ーム杉七、一丸と
なって頑張ります。 応援よろし
くお願いします。
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音楽室より
.. 

音楽専科 

音楽室では、 2年生から6年生までの児童が楽しく活動しています。 具体的な音楽活動では、 毎時間

分かりやすい「めあて」や「できるようになること」を設定し、 すべての子にとって分かる・ できる授

業を目指しています。 活動のひとつである「あるくはしる」は児童がとても楽しみにしているリトミッ

ク活動です。 リトミックはリズム感だけでなく、 考える力や表現する力、 友達との協調性が身に付くと

ても大切な活動です。 音楽に合わせて歩いたり走ったりすることに加えて、 手拍子を重ねたりじゃんけ—

んをしたりするなど、 様々な動きを取り入れています。 また、 常に音楽の基礎基本を身に付けさせるた

めの学習を行っています。

これらの成果は、 様々な形で発表しています。 1つ目は、 音楽集会や学習発表会、 6年生を送る会な

どの行事です。 今年度は可能な限り保護者の方々に参観して頂くことや、 子どもたち同士の参観の機会

を多く取り入れる予定です。 2つ目は伝統ある「杉七太鼓」です。 3年生以上が参加しますが、 学年ご
‘

とに個性ある演奏を目指します。 和太鼓の演奏は一人ー役の太鼓演奏をすることにより自主的に取り組

む姿勢を学ぶことができます。 一人一人が友達と音を合わせる気持ちがないと発表が成り立ちません。

練習はとても大変ですが、 地域の方々にサポートを頂きながら子どもたちは一生懸命取り組むことがで

きました。 今年度は、 盆踊りのオープニングでも太鼓演奏を披露しましたが、 参観してくださった皆様

からたくさんの拍手を頂きました。 2学期以降も様々な行事を通して有意義に音楽の時間を楽しんでも

らいたいと思います。

困工室よ り
図画工作専科

図工の時間では、 どの学年でも創る喜びと発見する驚きに重きを置いて活動してきました。 特に素材

や画材と向き合い、 自分なりの作品を作ることにはどの児童も一生懸命に取り組み、 すてきな作品が出

来上がっています。 2学期の初めに作品を持ち帰る学級もございます。 ぜひ、 ご家庭でも子供たちの想

いを聞いていただけると励みになると思います。 2学期も子供たちの夢中になって取り組む姿が見られ

ることを楽しみにしています。

さて、 夏休みの中で児童の皆さんは様々な体験をしたと思います。 図工は発想や構想を広げ、 想像力

を高めるための教科であり、 その発想や構想の素となるのは、 子供たちが実際に体験したものの中にあ

ります。 2学期は子供たちの発想輝く作品にご期待ください。

おねがい

いつも材料や道具をご準備いただき誠に感謝しております。 クレパスや絵の具は、 好きな色が減りや

すいです。 また、 絵筆の穂先が割れたり変形してしまったりしている場合は、 ご家庭で新調していただ

けると助かります。100 円ショップ等に売っている安価なもので構いません。お子さんと一緒に確認し、

揃うようによろしくお願い致します。
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